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「遠洋まぐろ延縄漁業プロジェクト改革計画Jに基づき実施した
漁業創設支援事業の概要1/3

E二二コ準備・実結中
c:=コ実仮終了
c=:コ今回の改革計画

αJOI 旬開Z 0003 店協4 刷加5 ぽ陪6 。007 制JOB

項 目
宮 古 焼埠 高知 思 覚 いわ舎 気 仙沼 E 気 仙 沼 田 三 崎
第88清福丸 第封筒摘丸 第38高盛丸 第 ..久丸 lll 38漁樋丸 ’~ 123·栄丸 第”福徳丸 第S8事代丸
政￥型漁船 既存船 既存船 役買E型漁船 ~革型漁船 政革型治船 政事型漁船 ｜政書店型漁船

u 箇 策 定 年 月 平成22年10月 平成お年03月 平成お年ω月 平成n年ω月 平成24年OS月 平成24年OS月 平成24年OS月 平成初年制月
実 fiE 事 業 l聞 始 年 月 平成24年OS月 平成24年倒月 平成24年制月 平成初年価月 平成2S年01月 平成2S年07月 平成2S年03月 平成2S年初月

官十 前 経 過 年 7年目 7 年 目 7年目 7 年目 6 年 目 6 年自 6 年 目 6 年目

相担 JJ} インド洋 インド滞 yロモン等・JI!沖 西紐 百範 インド浄 インド洋 西経

(7）省エネ設備を保llll-た改箪型漁船の導入 。 。 。 。 。 。
｛イ｝省エネ段｛憶を導入するための漁船改造 。 。

① （ウ）省エネ運航の徹底 。 。 。 。 。 。 。 。
(x）保冷温度の変更 。
｛オ）凍結時間の短縮 。 。

燃 (11) ！）：世代型冷凍システムの噂入

（キ｝その他の燃油l王ltl量の削減方策
冷凍機インパーター＋アンロード＋段入制御 。 。 。 。

1宙 高効率冷凍運転支俊システムの噂入

凍結ファンのインバーター制御 。
PBCF 。 。 。 。 。 。

使
SG'プロベフの装備 。
LED照明の導入 。 。 。 。
低燃費型防汚虫歯科の噂入 。 。 。 。 。 。 。

用
書~反射塗料の導入 。 。
魚始防熱情造のI骨摩化 。 。 。
機業方式の変更

量
船型の小型化 。 。
i臨相コンデンサー 。 。
也子膨張弁の導入 。
管1朋凍結装償の改良

の
冷凍憾の稼働台数の適正化

新保冷システム

自，，
パトッタフロー船鑓

パルパスパウ形状の改良

FFベアリング納受装置

GPS付プイ導入によるプイ探集時！日！の短縮

減 PIVM装置

ウェザ－JL--ーティングシ；＜.テムの録用
燃油使用量削減率 13.01% ll.40% 15.JOY, ll.64'/o 12.DlY• ll.74% 11.26% 11.17'/, 

② （ア｝マグロの遇制 。 。 。 。 。 。
i晒 ｛イ｝シミ・血位発生の防止

。 。 。 。 。 。 。 。
f量 ｛ウ）効率的な血抜き処l!I!

。
l~ 
（エ）スヲリーアイス凍結 。 。
（オ）船上ロイン加工

の
(;IJ）抗菌性の高い衛生瓜境 。

品
（キ｝ マグロショック般の使用 。 。

質 ｛ク｝温度管理の徹底 。
向 （ケ｝ビンナガの鮮度保持処坦 。
上 （コ）その他の品質向上方策

③ (7）趨深縄棟梁
。 。

｝車 ｛イ）メカジキ操業
業 （ウ）海外基地繰業
の
（エ｝新たな操業パターンの1島鍍効

率 ｛オ）運航機能の付加

化 （カ）航海計画の潜伏

｛ア）居住空間の位大・快適性のI酋進 。 。 。 。 。 。 。 。
（イ）生鮮野菜の供給システム

（ウ）船体デザイン
③ ｛エ｝アロマの活用
労
｛オ） Ail低i且区画内の省カ・省人化働

環 ｛カ）上甲仮への餌科庫の股医

』匝 ｛キ）チルド野菜保管庫の健医
の
｛ク）休暇日教のl目加

改
｛ケ）高速ブロードバンド神i昼過信システムの噂入普
（コ｝高効ヰ1冷涼運転:Ii:彼システムの導入
｛サ｝まぐろ~I寄せ械の導入

｛シ｝トラッキングパイロットシステムの活用

~，」k~ ｛ア）大型ピルジキール線用、船体復原性の増大等 。 。 。 。 。 。 。 。
怠の 11 『吹
｛イ｝大波警報装置、監視カメ7の般世

（？）セーフティールー7（附の間オー＝ング）甲恨のUllll
⑥の ｛ア）漁船容積の揃小 。 。 。 。 。
資配
｛イ｝復数オブザーバー黒船 。 。 。 。 。 。

源瞳
へ ｛ウ） i幅烏混績の防止 。 。 。 。 。 。
⑦後継者確保・育成対策

①漁業者自らによる販売 。 。 ＠ 。
②コールドチェーンの再1持築 。
③新たな水l措げ処点の自ljUJ 。 。
＠地:n;Jll!J誼への貢献 。 。 。 。 。 。 。 。
⑤漁業者による直接愉出 。
⑤漁業者自らによる製品加工

⑦販路・消費位大 。 。 ＠ 。 。 。 。 ＠ 

③トレーサピHティーの噂入 。 。 。 。 。 。 。 。
⑨国旗印i'l!ll＇－＇の活用
⑫その他

(3）その他 。 。 。 。 。 。
1 
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「遠洋まぐろ延縄漁業プロジェクト改革計画Jに基づき実施した
漁業創設支援事業の概要2/3

Eご二コ準備・実施中
E二＝コ実臨終了
E二二コ今回の改革計画

保)09 0010 0011 0012 0013 0014 0015 0016 

項 目
刷 木 野 伊 勢 閉伊勢 焼 時t 気仙沼 W 焼津 H 気仙沼 V If!木野 日
費l78拳祭丸 第81i曹王丸 筋3千秋丸 第 I!Iii積 丸 第 18日ZI/A九 第58偏久丸 第 7大 宅地丸 第58tlli栄丸
改革耳目漁船 il'L車庫型挽船 既存鉛 改革型機船 改革唖漁船 既存紛 改革型漁船 改革型漁船

n 画 Ill 定 年 月 平成24年06月 平成24年明月 平成24年09月 平成24年11月 平成24年II月 平成25年倒月 平威25年倒月 平成25年07月

実 『E 事 員提 開 始 年 月 平成25年ω月 平1£26lf-02月 平成25年刷用 平成26年03月 平成26年05月 平成25年10月 平成26年制月 平成26年08月
E十 画 経 過 年 5 ii' 目 5 年 目 6年目 5 年目 5 年 目 5 年 目 5年目 5 年目

治 場 北大西洋・西経 西経 西経 インド洋 インド洋 yロそン等・東神 ミクロキシア等 西経

(7）省エネ段｛帽を11.Jllした改革型i~自の噂入 。 。 。 。 。 。
｛イ） 省エネ陵情を導入するための漁船改造 。 。

① （ウ） 省エネ運航の徹底 。 。 。 。 。 。 。
（エ）保冷温度の変更 。 。
｛オ｝凍結時間1の短縮 。 。

燃 （カ）次世代型冷凍システムの羽入 。 。
（キ｝その他の燃油使用品の削減方策

冷凍機インバーター＋アンロード＋吸入制御 。
油 高効率冷凍運転支銀システムの導入

凍結ファンのインバーター制御 。
PBCF 。

使
SGプロベ7の装備 。 。 。 。 。 。
LED照明の滋入 。 。 。 。 。 。 。 。
低燃費型防汚塗料の羽入 。 。 。 。 。 。

周
熱反射白歯科の導入 。
魚舶防総！fi遣のI曲厚化 。 。 。 。 。 。
操業方式の変更 。

最
船型の小型化 。 。
進伺コンデンサー

電子膨張弁の噂入 。
管棚話事紡装置の改良 。

の
冷凍機の1車働台数の適正化
新保冷システム 。
パトック7ロー船型 。

自q
パルパスパウ形状の改良

FFベアリング蛤受装置

GPS付プイ導入によるプイ探察時i:nの短縮
減 P¥V｝.俄雌 。

ウェザ－1＆.－ティングシステムの採m
燃油使用量削減串 12.51% 12.53'/. 14.72ちも 11.76% 14.20% 8.21~. 15,85% 17.SS% 

② （ア） ..，.グロのi盟~IJ 。 。 。 。
ii:'. （イ｝シミ・血栓知生の防止

。 。 。 。 。 。 。
2量 （ウ）効率的な血妓吉処埋

物
（エ）スヲリーアイス凍結

の
（オ）船上ロイン加工 。 。

品
｛カ｝抗菌性の高い衛生環境 。
（キ｝マグロショック織の使用 。 。 。 。 。 。 。 。

質
｛ク）温度管理の徹底 。 。 。

肉 （ケ） ビンナガの鮮度保持処理

上 （コ）その他の品質向上方節 0予冷 0予冷 。
③ (7）紹深縄1晶ii 。
操 （イ） メカジキ操業 。
業 （ウ） 海外占在地検業
の
｛エ） 新たな｛品集パターンの情鋳 。

効
l;t ｛オ｝運搬機能の付加

ft ｛カ｝航海計画の遭IF-
（ア）居住空間のl広大・快適性のI自進 。 。 。 。 。 。 。 。
（イ）生鮮野菜の供給システム 。
｛ウ｝舟占体デザイン

＠ （エ｝アロマの活用
労
（オ） .Ii!低温区画内の省力・省人化

働

民 （カ）上申舷への側科ntiのIi雌
境 ｛キ｝チルド野菜保管庫の般橿
の
｛タ） 休暇日j放のI由加

改
｛ケ）高速プロードパンド衛星通情システムの導入普
｛コ） 高効ヰ1冷叫f運転支銀システムの導入

｛サ）まぐるヲ1帯せ搬の導入
（シ）トラッキングパイロットシステムの活用

；；＞土'Ji（ア）大型的Ir／キール採用、船体復原性のl四大等 。 。 。 。 。 。 。 。
1手
鰻 1 （イ｝大波笹ti！装置、監視カメラの段位

" （ウ｝セーフティールー7（綱の問オーエング）甲仮の採用
＠の (7) f.IJ.総容舗の縮小 。 。
責配
（イ｝ 複数オブザーバー乗船 。 。 。 。 。 。 。

源If.
，、 （ウ） 淘烏潟！llの防止 。 。 。 。 。 。
②後継者擁保・育成対策

①漁業者自らによる販売 。 。 。
②コールドチェーンの丙構築 。
③新たな水協げ処点のかl出 。
＠地元地織への貢献 。 。 。 。 。 。 。
⑤漁業者による直後納tll 。 。
⑥il!J業者自らによる製品加工 。 。
⑦販路・消費拡大 。 。 。 。 。 。 。
＠トレーサピリァィーの導入 。 。 。 。 。 。 。
⑤国産漁須物の活用

⑧その他 。6次化
(3）その他 。 。 。 。 。 。 。
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「遠洋まぐろ延縄漁業プロジェクト改革計画Jlこ基づき実施した
漁業創設支援事業の概要3/3

∞！？ 0018 0019 回望。 0011 

項 目
1車浦町 八戸 気仙沼 ＼1 気 仙沼 ¥1．．，．－・・・・・，．
第21I描RI丸 第38正進丸 未定丸 未定丸 来定丸
f.{ .t;.自；｝ 改革型漁船 改革型漁船 世拡刷漁船 改革型漁鮪

E十 両 買T 定 年 月 平成26年II月 平成29年OJ月 平成29年II月 平成JO年OJ月 平成JO年09月

実 証 司E 業 開 始 If- 月 平成27午OJ月 平成JO年07月

Jt 画 経 過 年 4 年目 1年目

漁 J,!l インド洋 北・中前大西洋 北・中部大西沖 ~t·中郎大西洋 ＊＂囲網大箇押・E邑

(7）省zヰ般［帽を保用した改稿!r！漁船の導入 。 。 。 。
（イ）省エネ股備を導入するための漁船改造 。

① （ウ｝省エネ運航の徹底 。 。 。 。 。
｛エ｝保冷lllltの変更

（オ）凍結時間の短縮

燃 （カ）次世代型冷凍システムのi耳入
（キ）その他の燃油使用量の削減方策

冷凍機インパ－9ー＋アンロード＋吸入制御 。 。
i曲 高効串冷凍運転支鐙システムの噂入 。

凍結ファンのインバーター制御

PBCP 。 。
使
SGプロベラの装｛相 。 。 。
LEO照明の導入 。
低燃費型防汚塗料の導入 。 。 。 。 。

m 熱反射塗斜の導入
魚純防燃情造のt目厚化 。
ぬ業方式の変更

盈
船~の小型化

i盟問コンデンサー
電子膨la弁の導入

管問機結装置の改良
の

治羽1憾の線i助台数の適正化 。
新保冷システム

パトッタフロー船型 。
削 パルパスパウ形状の改良 。

FFベアリング軸受装低 。
Gl'Sf'tプイ導入によるプイ探謀時間の短縮 。

i涜 PWM装催

ウェザ－11--7イングシ旦テムのl:ll!ll 。
給油使用益削減皐 14.41•/. 11.01•;. 8.62"/. llA6日 9.27"1. 

② ｛ア）守グロの選別

if!J ｛イ） シミ・血栓指生の防止 。 。 。 。 。
t量 ｛ウ｝効期的な血紘き処理

。
4!! 
｛エ｝スラリーアイス凍結

｛オ）船上ロイン加工
の
｛カ｝筑間性の高い衛生環境

吊，
（キ） ..，グロショック機の使用 。 。

質
（ク）溢度管理の徹底

向 ｛ケ）ビンナガの鮮lll:保符処理
上 （コ） その他の品質向上方策 0予冷 011冷カーテシ毎

③ ｛ア）紐深縄I品業 。
織 （イ）メカジキ操業
業
（ウ）海外基地機業

の
（エ｝新たな操業パターンの情祭 。

効
司再 ｛オ｝運鮪械能の付加 。
1ヒ ｛カ）航海計画の選択 。
｛ア）脂住空1111の位大・伏適性のi自進 。 。 。 。 。
｛イ）生鮮野菜の供給システム

｛ウ）船体デザイン 。
＠ ｛エ） アロ？の活用 。
労
｛オ） 趨低地区画内の省カ・省人化 。 。 。

働

侃 （カ） 上rp~丘への側料l車の12'.担 。
I.ft （キ） チJレド野菜保管庫の股11'1. 。
の
（ク｝休暇回数のi由／JJJ 。 。

改
（ケ）高速ブロードバンド衛星通信システムの潟入 。

鋒

（コ｝高効ゆ冷涼運転支Iiシステムの導入 。
｛サ）まぐろ引帯せ搬の場事入 。
G〆）トラッキングパイロットシステムの活問 。

I>土並 (7）大型ピJレジキール探Ill、船体復原性の明大等 。 。 。 。 。
IF 

' u 
（イ） 大波接線装償、監視カメラの段位 。 。 。

の p
（ウ） セーフティールーフ｛納町間オーニング｝叩恨の銭m 。 。

⑥の (7) f.~鮒容捕の縮小
首位
｛イ）彼欽オブザーパー釆船 。 。 。 。

If.I! 
へ （ウ）海鳥ill:!量の防止 。 。 。 。 。
⑦後継者確保・育成対策 。 。 。 。
①漁業者自らによる販売 。
②コールドチェーンの阿1高築

③新たな水錫げ地点の創出 。 。
③I也πi也犠への貨店t 。
⑤漁業者による直後納出 。 。 。 。
⑥~業者自らによる製品加工

⑦販路・消費鉱大 。
③トレーサピリティーの導入

⑨国産漁獲物の11;}11 。
⑧その他 0米利用部位 Olll医者”田町幡周

(3）その他 。疑似鈎 OM且．世育樟 共通船槽

E二二コ準備・実施中
E二二コ実施終了
Eニニコ今回の改革E十回
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これまでの実証結果概要

遠洋まぐろ延縄漁業プロジ工クトとして平成24年からこれまでに改革型12件、既存船活用型5件、合計17件の改
革計画に基づく実証事業を実施しており、その結果概要を整理の上、以下の通り取りまとめた。

(1）燃油使用量削減の取組

主怨取組頂目 取組
件数

省エネ運航の徹底

低燃費型防汚I!料

LED照明

魚鎗防勲tM逃のI館厚化

プロペラボスキヤツフヲィン（PBCF)

SGプロペラ

冷凍機のインバータ一、アンロード及び吸入制御

次世代型二元冷凍システム＋マホーピン魚鎗

：！：.機関駆動発電システム（PWM~査置）

H＇トツクフロー船型

・燃油使用量の10%以上を削減することに概ね達成した．
・省工ネ運航のi敵底、低燃費型防汚塗料、PBCFまたはSGプ口
ペラの導入、冷凍機のインバーター、アシロード及び吸入制御な
どは、新船、既存船を問わず、効果がある取組と推察された。
．既存船には導入できないが、次世代型二元冷凍システム＋マ
ホーピン魚踏の組合ぜやPWM装置は、燃油使用量の削減が
期待できる取組と推察された．

16 

14 

12 

9 

8 

7 

5 

2 

(3）操業の効率化に関する取組

超深縄操業や、漁獲が好調な期間におけるメカジキを中心とし
た操業、マグロの操業パターンに併せた効率的な操業（3日で4
回操業）に取り組んだ．
・超深縄操業については、漁場との組合ぜが重要な操業であると
考えられる．
・メカジキ操業については、効果の判断は難しいところ．
効率的操業（3日で4回操業）については、漁獲効率の悪い
時間帯には操業を控え乗組員の休恕時聞に充てるなどより効
率的な操業lfターンを見いだすことが出来た．

(5）作業の安全性向上の取組

作業甲板上に滑り止めマットの設置、i皮分散用ネットの敷設に
より、甲板作業時等の乗組員の転落・転倒を防止するほか、ピ
ルヲキールの大型化、船体復原性の向上、排水口のi曽設など
については、全ての実証操業を通じて、事畝などの報告はなく、
効果的な取組であると推察される．

(7）加工・流通等に関する取組

地元地域八の貢献、トレーサピリティーの導入、ブランド化、漁業
者自らによる販売、漁業者による直後輸出、新たな水揚げ拠
点の創出などの取組を実施した。
・これまで、水揚げ地別売津、清水及び三崎などに限られていたた
め、漁業狼拠地である地元との繋がりが希薄であったが、新造
船の見学会の開催や、地元イベントへの販売会による参加など
を実施することで、地元との繋がりが強化できたと考える．
卜レーザピリティーの導入及びブランド化については、消費者に冷
凍まぐろの食としての安全・安心を提供できたと考えるが、業界
全体に浸透したとは言いがたく、今後も地道な取組が必要と考
える。

(2）漁獲物の品質向上の取組

主な取組項目 取組
件室主

マグロショック機

低反発マットの使用

海水スラリーアイスまたは冷i毎水による予冷

船上ロイン・ドレス加工

アルコールスラリーアイスによる初期凍結

ナノバブルを用いた効率的な脱血・洗浄

p
b
n
U

勾，
4
件

1

1

 

マグロショック機及び低反発マットの使用は、漁獲物の凍結前処
理をより迅速かつより効率的に実施でき、漁獲されたマグロ等の
高鮮度維持に繋がることから有用な取組であると推察された．
海水スラリーアイスまたは；令海水による予冷については、実施し
た漁獲物の評価カ鳴く効果的な取組と考えられる．
・船上ロイシ・ドレス加工、アルコールスラリーアイスによる初期凍結
やナノバブルを用いた効率的な脱血・洗浄処理などについては、
品質の向上が評価されたものの、魚価への十分な反映が出来
なかったため、今後は流通段階での取組が必要であると考える．

(4）労働環境の改善の取組

孔0基準に準じた船室の拡大や、シャワーやトイレの1曽設、イン
ターネット環境の重量備など、乗組員の住環境を大幅に改善した
結果、乗組員には好評であった．
また、セシトラルクーリングシステムや餌用鍛出ハッチを導入した
計画では、作業時間の~fl,j宿などが図られ、労働環境の改善に
は有効と考えられる．

(6）資源管理等の取組

複数オブザーバー乗船に対応可能な船室の整備による調査へ
の協力、 トリポールや加重枝縄などの海鳥混獲対策、魚槍容
積の縮小などについては、より資源に配慮した操業カ句能となっ
たと考える。

漁業者自らによる販売及び漁業者による直接輸出については、
中間マージシの取り込みゃ新たな販路j広大による収入の増加を
図ることb~できる取組であるが、ノウハウの少ない漁業者が行うた
めには協力者の存在やノウハウの蓄積など問題点もあり、今後
も地道な取組が必要と考える．
新たな水揚げ拠点の創出については、遠洋まぐろ延縄漁船の水
揚げ渉、焼津、清水、 三崎に集中していることから、新たな水揚
拠点の創出によりリスク分散を図ると共に、東日本大震災後、
復興に貢献するため、気仙沼及び小名浜で水揚げを実施した
ところ、新たな拠点としての水揚場などのインフラ登備、荷さばき
人などの人材育成、水産加工業などの関連産業の整備など課
題が見いだされた．
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白木かつお・支 F7-, 海君主協聞網合におけ不議i草案＜·；ち E正綴洛業の構造2-'l革に係~ゲ弓ンドデザイン

主な操業パ';zーン
主な魚種 共通の主な課題 漁場別の主な課題 個別プロジェクトとメインテーマ

漁場移動 独航・係船 諜場の緯度

④尾 鷲（1長久） 省ヱネ（凍結時間短縮）
⑤いわき（38漁福） 販路拡大（水揚げ新拠点創出）
⑤三 崎（58事代） 高値車種田選択（メパチ40kg以上回釣獲量向上）

西経漁場周年
独航

転載” ⑩伊 勢（81海王） 車種由選択（メカジキの釣獲量向上）

(23隻） 高値魚種の 裕給対策 ⑪南伊勢（3千秋） 新たな操業パターン白構築

メパチ
選択

⑮串木野Il(58搭栄） 付加価値向上（絡まない鮪）、販路拡大

キハダ 低緯度
労働環境

(36隻） 資
省 （暑さ）

③高 知（38両豊）ー付加価偏向上（ビンナガの禽鮮度処理）

源 ＠焼津 Il (38福久） 付加価値向上（船上ロイン）

中西部太平洋 独航 対 農
コ 対策 ⑮気仙3召V (7大功） 省エネ（附M)

( 13隻） （年2航海） 策 住
建 ス 入漁問題

造 ト

'1j 労
コ

ロ i動 ス
省
イ寸

⑮気仙沼VII（来定丸）：労働対策（荒天）、省力化

北大西洋・ 環
ト ヱ
主日

⑫資源管理・労働策境改善型（未定丸） 共通船型共通仕様、資謀管理、労働環境改善

中部大西洋 係船 、ー、 境
商tネ

価 労働環境 転載対策
滅

ヲロマグロ (34隻） ナ 整
省
｛直 （荒天）

メバチ 高緯度 ーーー、 備
実 人

向 対策

キハダ （荒天） 通
上 ⑩八 F（正進） 新たな操業パタ ン（稼働率の向上）

(38隻） 北大西洋・
。
* 船 省

航海計百の ⑨串木野（78幸柴） 省エネ（冷車システム）

中部大西洋・ てツ
裂 カ

販 変更 稼働率改善 ⑬気仙沼羽（未定丸〕 航海計蘭由選択、省エネ（新船型）

西経
独航 メ ト 路 （係船骨独航） 漁場の選択

バ 環
fじ
原 （太平洋骨大西洋）

(4隻） 共
チ 境

通 官耳
拓

資 整
仕 事ヰ

①宮 古（88清福） 付加価値向上（効率的な血扱き処理）

源 備 ②焼 津（35福積〕 省ヱネ（保冷温度の変更）

認 等
様 対

労働環境
＠気仙沼Il(123勝栄〕 販路拡大｛直接輸出）

豪州周辺海域
独航 査

策
（荒天） 漁場の変更 ⑦気仙活E (88福徳〕 付加価値向上（予冷、水揚げ新拠点の創出）

(45隻） 等
等

対策
（オ4トラリ7西骨東） ⑫焼 津 (1福積） 省エネ（保冷温度の変更、官榔凍結）

ミナミマグロ
〉 ⑬気仙沼N (18昭福〕 省ヱネ（新船型）、付加価値向上（船上ロイン）

メバチ 高緯度
⑪焼津 E (21福龍） 省エネ（冷；車機稼働数の適正化）、混獲対策（疑似鰐）

キハダ （荒天）
混獲対策

(85隻）
航海計画の

南ア周辺海域
係船

変更 漁場の変更

〔40隻） （係船骨独航） （アフリカ西骨策）
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遠洋まぐろ延縄漁法と労働サイクル

2,500～3,000本の釣り針が付いた長さ150～200キロメートルもある縄漁具を漁場に設置して、釣り針につけた工サに喰い付いたマグロを漁獲する漁法

ぐ 臨時間の長さ 150～200キロメートル ト〉
遠洋まぐろ延縄漁船

下き玉｜ みさなわ

幹縄

議議

.; 

‘ー

工 サ

労働サイクルは、漁船の違いや漁場、ターゲツトとしているマグロの種類、漁撹長の経験・方針、あるいは、使用する漁具の長さや、取り付ける釣り針の数などによって、多
少の違いがありますが、移動中、休養日等を除く、操業期間中のおおまかなサイクルは、以下の通り。

〈。コ 8 8 ~コ〉
0 ＂ 』 『す <.O 

千寺宅〉
野寺毘司

（~会f ロ カ電蚕芸
事司巨に芸トかる
α〉をき宗主Fて〉惇寺
良司てき可r)

fコd § 
『．，

手本是主

、..
~、，r 8 司オ・

司』‘司・＿＿＿，，

~コ〉 ~コ〉 ~コ〉 ~コ? 
68 〈コ<.O 00 R 』 ~ 司・・ 司F・・ 『・・ 司・・



遠洋まぐろ延縄漁業の漁場

マグロ類は、世界中の海に生息していて、仕事の舞台も世界中の海となる。

．”・ 宵二・
：.（.リ方文;II!

－・．・・．・－，ー一 一ー一・．・． ． 
a， 、、
，－ ‘ ， 
A・. ． 
r・、
‘ 
ν・、司抱 一 －~ －．－ー ＿. ., ー『ーー・．－ー

手で71τ事通ーフどへ
、，...- －、《

．クロマグロ
土、時.~ 11... Ji’1-:G: 
体製おγ1、宣言.f.lODl<BIこも芯る大型のマグ

~ ~ 主人

口で雪r.日本でl手本マグロと壱Z手足まれて
"i17（、」l H ：き‘.，

いて、~強畳の少なし可員亙主主マグロです．

メバチ
.－.’aι＇ ••.• ＂＇＇！ 芯 Jti

t芋f受2m、~さ1 50ke;Iこ主主る芭玉の大きな
；：~写• l ':?I!' ·~~ 

こと7j特徴のマグロで9 －~韮を与さ人・
PJ..L"1. ., • ..＿，~ ""' ':"L・－T~

E這おろ〈設に広く生息してはます．

キハタ
·~ · ·、d・ 4；守、 宅ιIt ..・... "' 
体長2m、重さtO日切に芯る稼の色ぴ賓
』叫－.＜... ~ 

色いことが持憶のマグCで9.メパテと
“古 宮で~，.ベ 側、と..r~L＇－＇•噌；：，＞；

同じく、赤道をはさん疋這常事1，＇＜~に広く

．ミナミマグロ
.~－·浪·~ It・
宇厚長.2m‘愈c1!:':0~•こ主主口、万一ストラり

アやニュージーランド、軍アフuブ？沖と
..－..；.；：..，~・3 （＼.＇市，刷、 。‘F引巴

いった南半球の低水遣の勾躍でとれるマ

。ビンナガ
主＂ .. - . ~ x、－、」.. 

マグC鋭の中ではちっとも邪型で、体良I~
ぜム~ 世＂＂＂ ＇＂・T Eゐ ＂＇~ 7ム.. , .. 己＂＇ I::
Hn前後．世界中の溜に広く分布事る小聖

写3 5ミ.，；，~ c= ，与え，，！

のマグロで毛r.長し可刀棋の伺ピレが符街
官、司〈

クロです。 生息していま9. ・c9 .. 
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（資料1・1）操業パターン（北部大西洋・中部大西洋・西経）

吋こ〉 、、

北部大西洋
クロマグロ漁場

1
 

c
d
 
tυ 

《

U
内

nuv
－
 
z
d
 
r
4
 
1
 

《

U
R
U
 

－
 

－ヘJ4
 
1
 

nu
 

A
吋

只
Hv
rd
 

， ． ， 

• 
' f ’ ． 

. ~ .・
一．．‘ ＇；宮，

• c ， 

‘ ，.” . 

－ 西経漁場

（選択）~： ＇ヘ
ムも ＇：：
・航海パターン

日本出港→パナマ運河通過→北部大西洋操業（約1ヶ月） → ラス・J¥Jl/xス→中部大西洋操業（約4ヶ月） →パナマ運河通過→西経操業（約2ヶ月） →日本帰港

※開始時期により操業の順番．期間は異なる。

西経漁場における操業については船毎に選択制となる。
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（資料1圃2）漁船ご、との操業パターン

8 
月A 

丸，出

港

9 

月B 

丸，出

c 
丸

港

4 

月

出

港

7 
月D 

丸，出

港

9 

月E 

丸，出

港

8 月

移動

日本出港

9 月

移動

日本出港

4 月

移動

日本出港

7 月

移動

日本出港

9 月

移動

日本出港

9 月 10 月 11 月 12 月

中部大西洋漁場
北部 入

または
大西洋漁場 港

西経漁場 事量

10 月 11 月 12 月 l 月

北部 入

大西洋漁場 港

* 

5 月 6 月 7 月 8 月

中部大西洋漁場割引ま西経漁場

8 月 9 月 10 月 11 月

中部大西洋漁場
北部 入

または
大西洋漁場 港

西経漁場 務

10 月 11 月 12 月 1 月
I 『 I 

北部 入

大西洋漁場 港
望書

※入港はラス・｝~ルマスまたはミンデ口を想定。漁模様によ窃魚場、操業期間、入港回数等の変更を行う。

1 月 2 月 3 月 4 月 5 月

中部大西洋漁場または西島漁場

2 月 3 月 4 月 5 月 6 月

中部大西洋漁場町目立西経漁場

9 月 10 月 11 月 12 月 1 月

北部 入

大西洋漁場 港
中部大西洋漁場または西経漁場

草色

12 月 1 月 2 月 3 月 4 月

中部大西洋漁場または西経漁場

2 月 3 月 4 月 5 月 6 月

’ 

中部大西洋漁場または西経j魚場

6 月 7 月

移動

日本帰港
ドック

7 月 8 月

移動
ドック

日本帰港

2 月 3 月

移動

日本帰港
ドック

5 月 6 月

移動
ドック

日本帰港

7 月 8 月

移動
ドック

日本帰港

10 



（資料2・1）漁船導入の共通化・効率化等に関する事項①【取組記号A】

共通船型・共通仕様による漁船建造の効率化①

従来の建造方法及び問題点

船主各社が、各々造船所と計画・調達し、漁船を建造しており、魚種の違いや漁業者の操業方針の相違により、漁、携装置

の配置や仕様、凍結装置・魚店倉・燃料タンクの規模、機関室配置と装備、各船室・賄い室等の船内施設の配置と機器が船

ごとに異なっていた。

船主

A 

低コストでの建造力漢往しい要因のひとつとなっているのでは？
11 



（資料2圃2）漁船導入の共通化・効率化等に関する事項②【取組記号A】

共通船型・共通仕様による漁船建造の効率化②

作業部会で、 共通船型・共通仕様による建造コス卜削減を検討。

①船室・食堂・魚、鎗・燃料タンク等の配置の統ーを図り、建造時の設計・現図・建造工数を削減。

②主機関・補機関・発電装置・航海無線装置等の主要設備を統一することにより購入価格の圧縮を図る。

船主
A 

（ 建造コス卜 9.32°/oの削減 ） 
12 



（資料2・3）漁船導入の共通化・効率化等に関する事項③【取組記号A】

共通船型・共通仕様による漁船建造の効率化③

造船所における効率化

建造工期の圧縮計画

検討項目
①設計・現図作業期間の短縮

②建造工期の短縮
③購入品・資材調達期間の短縮

設計・現図作業期聞について

設計・現図作業期間は約390日間、作業は非連続

結果
①約30日短縮

②約6日短縮
③約3日短縮

共通船型・共通仕様効果により、第5香船では、第1香船に比べ、約70°/oの工数削減が見込まれる。
設計・現図作業期間は、初期打合せが不要となることにより、約30日間の短縮が見込まれる。

（イメージ図）

ドi E L 
連続建造1隻目工程 工期

70日 60日 75日
295日

標準工程（効果無し）

連続建造3隻目工程 工期 1隻目よりも

68日 59日 74日
290日

計5日間短縮

効果（－5日間） (-2日間） (-1日間） (-1日間）

連続建造5隻目工程 工期 1隻目よりも

68日 59日 74日 88日
289日

計6日間短縮

効果（・6日） (-1日間）

※ S：鋼材発注 問：鋼材入荷・加工開始 E：船台搭載開始 L：進水 D：完工・引渡し 13 



（資料2-4）漁船導入の共通化・効率化等に関する事項④【取組記号A】

、l
E
l
B
I
z－

E
l
z
l
，ノ

．．．．．．． ．．．．．．． 園田園田．．．．．．． 

共通船型・共通仕様による漁船建造の効率化③

ー ド伽ルトl．．．．．．． 一．．．．．．．． 〆ー

②ドック・メンテナンス費用の削減

漁船・機器等の改善点情報の共有化・フィード
パックにより、引渡し前に是正対策を実施できる
ケースが増えるので、ドック費用やメシテナンス費用
を削減することが可能となる。

従来は契約から引渡しまでの期間が1年程度の船
が大半であったが（2年～3年先の船台予約はあった
が、その保証は無く、工事量が不安定であった） 、長
期代船建造計画に則り建造する場合は、 2～3年
後を見据えて建造計画の立案が可能となり、仕事量
の平準化や工員の確保が容易となる。

盆造船所における効果

③洋上での緊急トラブ、ルへの対応

洋上で故障等が発生して交換部品等の持ち合わせが無かった場合、装備品が共通化されていれ
ば、沖で融通し合うことが可能となり、修理に帰港する時間や部品手配に要する時聞を節約できる。

－

E
l
E
l
E
L
 14 
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（資料2・5）改革型漁船の一般配置・主要目【取組記号A】

船型・仕様の検討

北大西洋クロマグロ操業（荒天操業）並びに、安全性・居住性・作業性・

経済性を考慮し、作業部会にて近年最も普及している 409トン型船型

（総トン数497トン）を選定し一般配置・主要目を決定した。

a-冒

？18晶司」1r．

トー

－－可＋－f

lr1 

・ま・

項目

船型

総トン数

全長（LOA) 円1

登録長（LR) π1 

垂線開長（LPP) 町、

型幅（B) 町、

型深さ（0) 町、

計画満戴喫水（d) 町、

乗組員 名

航海速力(75MCR0%SM) kt 

燃料油タンク容積 m3 

清水タンク容積 m3 

雑用清水タンク容積（船首タンク含む） m3 

潤滑油タンク容積（LOST除く） m3 

上甲板下魚倉容積（B) m3 

上甲板よ魚倉容積（B) m3 

魚倉容積小計（B) m3 

凍結室容積（G) m3 

準備室容積（B) m3 

積みトン（凍結・準備室含む） t 

管棚収容量（ton) t 

主機関（メーカー）

kW x RPM 

プロペラ種類

発電機関（メーカー）

PS x RPM 

発電機 ：kVA x V 

冷凍装置

冷凍機（メーカー、型式）

KW （モ－~－）

冷媒

航海装置

無線装賓

漁労装置

主要目

409屯型まぐろ延縄漁船

497トン

57.43 

50.59 

50.50 

9.00 

3.90 

3.49 

26（オプザー，，・－2名含む）

11.6 

352.0 

33.0 

15.4 

11.0 

449.0 

17.0 

466.0 

146.0(4室）

53.00 

309.00 

8.10 (3段X4室）

赤阪 K28BFD

736kW (1000ps) x 350 

FPP4混 02950(SG型）

ヤンマ－ 6NY16L-UW x 2台

355kW(483PS) x 1200 x 2台

大洋 x400kVA x 225V x 2台

日新興業

長谷川 VZM-28BFM×4台

60kWX 4台

R404A 

日本無線

日本無線

ラインホーラー：泉井鉄工

プラントル：泉井鉄工

幹縄格納後：泉井鉄工

繰り出し機：泉井鉄工

コンベア：フジイヱ機 15 



（資料3・1）改革型漁船省エネ設備・省エネ運航の徹底①【取組記号B】

現状より年間9.27°/o削減

（使用量で97.75KL／年、 100.18KL／年削減）

省工ネに関する取組内容と燃油使用量の削減効果

No. 取組内容
燃油増減量 増減率

(KL／年） （%） 

オゾン層保護規制法に対応した冷凍機の冷媒変更（R22→R404A) 23.30 
2.21 

23.88 

ア SGプロペラの採用
Al7.08 

Al.62 
Al7.51 

イ 魚鎗防熱構造の増厚化
企6.96

A0.66 
A7.13 

ウ 高効率冷凍運転支援システムの導入
企23.83

企2.26
企24.42

工 LED照明の採用
A6.33 

企0.60
企6.48

オ 低燃費型船底塗料の使用
企14.34

Al.36 
企14.70

力 省エネ運航の徹底（FOCシステムの採用）
企52.51

企4.98
企53.82

力日 昇
,c』
計

A97.75 
A9.27 Eコ

企100.18
よ段：北・中部大西洋・西経操業、下段：北・中部大西洋操業

年間燃油使用量の比較

（上段：北・中部大西洋・西経操業、 下段：北・中部大西洋操業） 現 状 改革後

燃油使用量
1,054.43KL／年 956.68KL／年
1,080.70KL／年 980.52KL／年

燃油費 75,392千円／年 68,403千円／年
（改革後の燃油価格 71, 5 0 0円／ ｜くしで計算） 77,270千円／年 70,107千円／年

16 



（資料3-2）改革型漁船省エネ設備・省エネ運航の徹底②【取組記号B】
配置図

［ I：力省エネ蹴似散底 」｜ イ魚、鎗防熱構造の増厚化

！？ァζC口ゐの採用...・・-:-: I ウ高効率冷凍運転支援システムの導入

‘h ~ 
T 

I . , 工LED照明の採用 ｜ 

オ低燃費型船底塗料の使用 17 



（資料3・3）省エネ設備（SGプロヘ。ラの採用・魚槍防熱構造の増厚化）【取組記号B】

•／、ブ渦の微弱化
．キャビテーシヨン性能に優れた翼断面
．翼荷重分布の最適化

推進効率を従来よりも向上させることで、

省エネルギーと低振動を実現したプロペラ。

) lブ3同キャヒ‘テーシヨシ

・ゆ

従来型プロペラ SGフロペラ

． 年間 0.66°/oの燃油削減効果
｜｜鱒防熱造構を増厚化し侵入熱を低下問ζとによ
｜り、

．．．．．．．．．．．．．．．．． 
防熱構造の増厚化について

魚鎗防熱構造を天井部SOmm、舷側部25mm増
厚することで、熱伝導率をそれぞれら約17°/oと約10°/o
小さくして、魚、槍への侵入熱量を約7°/o削減し、冷凍
機負荷の更なる低減を図り、より少ない電力で冷凍機

の運転を行い、省エネ効果を図る。

． 

． 

、、、＼＼、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、ー
守司

~ τ示~示、

一連結窒一回
同一一耕一同

国！一
． 

． F 
子Q

魚蛤防熱構造の増厚化

防熱材を増厚し、侵入熱
魚鵡 ｜｜の低減化を図る。

． 
三三三

•c::=二三

百 魚槍

九言、、、、、、ミ、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、可古文又＂＂己主℃主主主又戸、、~＇＇ミ入ミ~古文戸、可Eてミ又＂＂、y、可、、、ふ己〈丈、、~＇＇＇戸、、、、、、、、r、、、、、＼

18 



（資料3-4）省エネ設備（高効率冷凍運転支援システムの導入①）【取組記号B】

口スとムダを無くすことで、消費電力を減らした

高効率運転を行うことで燃油消費量を削減。 II’ 現状より年間 2.26°/o の燃油削減効果
高効率冷凍運転支援システムの概要

高効率運転

（省エネ化）

するには・．．

。 ロスとムダを

無くすことで

消費電力を減らす

ロス－－－－装置能力が余っている際の

無制御運転

→装置の効率ダウンで能力が

バランスしている

ムダ・・・・必要とされる能力以上の運転

→能力を大きくとると

消費電力も多くなる

Q 
ロスとムダが生じているタイミングで

装置能力を小さくすることで

高効率運転が可能となる

岨，，
．

S
F

．，』・

①インパ－1t制栂l・・・・回転散を下げて能力を小さくする（自動）

②アンロード制御・・・＆庄錨慢の気筒教を少なくして

能力を小さくする（自動｝

＠吸入舗御一－・・・・・・・吸入制御ランプを点灯させて

圧信機惇止を促す（手動｝ 19 
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（資料3・6）省エネ設備（LED照明装置の採用・低燃費型船底塗料の使用）【取組記号B】

LED照明の採用により年間 0.606/o の燃油出似或効果

・消費電力が白熱電球の約1/7へ減少し、併せて、発熱量也
大幅に減少する。

・長寿命・・・約40,000時間と白熱電球の40倍。

・LED電球の長寿命を生かし、交換作業が困難な・暴露通路・魚
鎗・凍結準備室に設置し、交換のH手間Hを削減。

兵器室 白i配三」ーー／ 水銀灯 蛍光日制LED電球に代版ω 、
各倉庫 トー－＝＝－－－ 二 － －：て三 －ー い 水銀灯・・・400W→160W

I -: 了一 － ,. ....... －~一九 蛍光灯・・・40W→21W
自勲'.(f• • • 100W→21W 
に消費電力は削減される。

－舶用LED電球を採用し、ノイズ・電食問題に対応

・・・・・・・E ・・・・・・・圃・ ・・圃・・・・・・ ・・・・・・・圃・ ・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・ ・

低燃費型船底塗料の使用により年間 ・1.36°/o の燃油削減効果

三三1晴
－自己表面活性作用九より非常（L

，園田園田園園田町、

円滑な塗膜表面を形成することで
摩擦抵抗が約5°/o減少。 t燃費の削減に E

－長期間人わたり安定した防汚特性 効果を発揮

を発揮。 、・ー・園田園圃，，

21 



（資料3・7）省エネ設備（省エネ運航の徹底）【取組記号B】

FOC (Fuel Oil Con?ump~iofl_ ＝燃料使用量）モニタリンクシステムの採用！こより一一一ご三二一
省エネ運航の徹底を図ることで、年間 4.98°/o の燃油削減効果 一

項 目 現 状 改革計画（減速運転） 効 果

航海時速力
11.0ノット 10.7ノット

0.3ノット
（往航、復航、適水） 減速

操業時速力
11.0ノッ卜 10.5ノット

0.5ノッ卜
（投縄、潮上り） 減速

’B当たり¢盟主制崩ii量E亭剥 減速運転への 操舵室lζ主機関及び発電機関の
今日の償制調費震の実陪 具体的取組事項 燃油使用量モニターを設置する。

現在値の表示直面

主機関並びに補機関の燃油使用量を確認できる様に、FOCモニタリングシステム（使用量モニター）を操舵室に設置する。

これにより、船長が燃油使用量をリアルタイムに把握し、機関長に指示を図る体制を確立することで、省エネ運航（減速運航）を

徹底する。

22 



（資料4）漁獲物の品質向上【取組記号C】

I 利引寄ぜ機的叶低反発マット高圧洗浄機の ｜ 

活用による漁獲物の晶質向上 ｜ 

〈同庁一一
’ 

漁獲物の作業工程

Eつ
守曹

司F

． 
ー （q

~：τ二一 a
高庄洗浄機

盆塗塗
下処理を終えたら、海水
でj先j争する。

処理が不十分だと血栓

Lができゑ

23 



（資料5）資源管理の取組【取組記号D】

国際規制に対応した資源・漁業管理の実施 ー
.. 

資源管理措置の実施

・漁獲枠の遵守 '- -, ~ I -- I 戸恥d井~·「！~ オオーバー室 （イザ）
・漁獲証明書の作成、タグ付け
・資源評価・管理に活用する科学・操業データーの収集のため、複数の科学オブザーバー
受入に対応した専用室を整備し、科学オブザーバーを積極的に受け入れ

※オブザー｝（ーの乗船回数および乗船期聞については、各年度の出漁体制による

漁業管理措置の実施

· VM~~ （船舶モニタリシグシステム－）の設置
・転載オブザー）＼＇ーの受け入れ、など

混獲種に関する措置の実施

・－

・海鳥：トリポーJレトリライコヘ夜間投縄、加重枝縄か62種を実施等
・海亀：ラインカツタム、針はずし、たち網の保持・使用等
・一部のサメ類：船上保持禁止等の遵守

「 1

一一一一一一一一一一一一一一一
資源の持続性の確保及び操業機会の維持 24 



（資料6）改革型漁船の導入による労働環境改善の検証内容【取組記号E～Hまとめ】

①荒天時の操業
荒天時は労働災害の危険が高まり、荒天時でも安心して安全に・大型ビルラキールや燃料タンク内への・改革型漁船への設備状況の確認
作業効率が低下する。 作業ができる環境整備が必制油板設置による減揺対策 ・乗組員への聞き取り調査

要である。 ・胴の間オ一二ングゃによる波浪打込み

②居住環境

防止策
・ゴムマットによる滑り止め対策
－監視カメラや大浪警報装置等の安
全設備の設置

長期航海をおこなうまぐろ船の船内居住区画の拡大や衛生区 ・新設備基準に貝リった居住区画、衛 ・改革型漁船への設備状況の確認
スペースは限られており、乗組員のス画の整備、娯楽設備の充実生区画の配置 ・乗組員への聞き取り調査

トレスが溜まりゃすい環境である。 が必要である。 －高速ブロードパン附菊星通信システム

③労働環境

導入による船内インターネット環境の整
備

超低温区画内での作業は過酷な多くの作業が手作業で行わ ・テープ、ルリフターの能力アップと増設 ・改革型漁船への設備状況の確認
環境下での重労働であり、労働負れており、機械化等により効・漁獲物運搬用シユターの使用範囲の・乗組員への聞き取り調査

荷を軽減させる必要がある。 率アップを図ることが課題と 拡充
なっている。

漁獲物の引寄せ作業は熟練が必漁獲物が掛かった枝縄を、4・オートテンション機能付き電動まぐろ ・改革型漁船への設備状況の確認
要な重労働であり、省力・省人化を～5名の作業者が手で引寄引寄せ機を導入 ・乗組員への聞き取り調査
図る必要がある。 せる作業であり、機械化する

必要がある。

漁労作業後の当直作業は、疲労航海の安全を担保しながら、・卜ラツキンク、パイロット機能付き自動操・改革型漁船への設備状況の確認
もあって、負荷の大きい仕事となって当直作業の業務を削減する舵装置の導入 ・乗組員への聞き取り調査

いる。 必要がある。 25 



（資料下1）船体構造の改善による安全性の向上【取組記号E】

③船首と船尾に十分な予備浮力を保持することでの復原力を確保

⑤船側関口部閉塞構造の採用

開口部の縮小により、

④船首楼甲板下右舷開口部および

船尾カレワーク開口部を縮小

⑥胴の間オ一二ング甲板の設置

迅速・確実な危険回避

①大型ビルジキールの採用（ビルジキール幅の拡張）

航行時及び荒天時の船体の横揺れを軽減する効果がある。

②二重底燃料タンク内への制油板の設置による

横揺れ減衰力の強化

船体傾斜時の液体移動量と移動距離

を減少させローリングを低減させる。 26 



（資料7・2）安全設備導入による安全性の向上【取組記号F】

安全設備（監視カメラ・大波警報・滑り止めマット）を導入することにより

乗組員の危険回避を図り、転落事故等を防止する。

①監視力メラモニター

を操舵室に装備

豆、町ら

②作業甲板の滑り止めマット設置

③大波警報を船尾ヘ設置

大波警主RI 
27 



（資料7・3）居住性の改善①【取組記号G]

現行漁船 （漁船設備基準） 改革製漁船漁船設備基準（新基準）

乗組員数 2 5人～28人 26人

寝台数 2 5台～28台（予備寝台なし） 27台（予備寝台1あり）

操舵嚢高さ 1,8 O Omm 1,9 O Omm 

居室高さ 1,8 O Omm 1,9 O Omm 

居室床面積 規定なし 1m2以上（寝台・居住設備除。

寝台寸法（長さ×穏） 1,8 0 Ommx6 0 Omm 以上 1,9 O Ommx 7 o Omm以上

浴室・シャワーの数
浴槽Xl個以上 浴蒙Xl室シャワーX4室

（浴室＋定員6人It:対してシャワー1個以上）

トイレの数 1個～Z個 4錨（定員8人It:対して1招）

一部屋当たりの最大人員数 規定なし 4人

200 t以上60 0 t未満の船舶
規定なし 1凶以上（寝台・口~カーを除〈）

一人当たりの面積

1人部屋X7室 ／ 1. 7 3 m2 1人部屋x7室 ／ 1.9 2m2 

2人部屋X4室 ／ 1. 0 2 m2 z入部屋x4室 ／ 1.0 6m2 
居住区部屋数／一人当たりの面積

3人部屋Xl室 ／ 1. 0 9 m2 3人部屋xl嚢 ／ 1.11m2 

4人部屋× 2室 ／ 0. 8 6 m2 4人部屋X3室 ／ 1.0 Om2 

居住区合計簡積 26人 合計30 4 2 mZ 26人 合計33. 2 sm2 

※ ※参考値 ※一人当たりの蕗積（；！：各部屋It:差がある為、一例として記載

． 
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（資料7-4）居住性の改善②（インターネット環境の整備）【取組記号G】

衛星回線

速度と料金制度

利用者

利用用途

高速ブロードJt'ンド衛星通信システムの導入
（インマルサッ卜FXシステム）

既存船

・最大432kbps
－契約使用量を越えると
従量課金

幹部船員のみ

業務用

ブイとの交信、各種通報業務、事務

所との連絡、海洋気象情報、天気予
報確認、漁場情報共有等

改革型漁船

コミュニケーションツーjレ／
情報収集等の個人的利用

’‘ 巴． 
改革型漁船

・海→陸最大4Mbps
・陸→海最大8Mbps
－完全定額制

乗船者全員

業務利用の大幅拡充、

個人レベルでの使用

例 ：家族や友人との連絡、

個人での情報収集

機器などのトラブル対応で使用 29 



（資料7・5）作業性の改善①（漁獲物運搬用シューター・テーブルリフターの設置）【取組記号H】

｜漁闘 多吋ー盤ぴ炉九υコター＠鵡と調設＠範囲蹴概出払趨 l
4墨温匿圏内＠運搬。積紺防作業＠省力化を園者~＠ I 

↑既存船の凍結室

漁獲物運搬用シユーター（マグロシユー卜）

既存船は胴の間から扉3か所をくぐり抜け凍結室へと漁獲
物を運搬しているが、漁獲物運搬用シユーターの範囲を拡
大することにより、胴の間から凍結室のテーブルリフターまで漁
獲物を安全かつ容易に運搬することが可能となる。

テープ）~リフターの改良

モーターの能力向上並びにギヤーの変更を行い、大型
漁獲物も揚げられる様に積載可能重量を改良した。

従来船約300kg→改革型漁船 約400kg

テープjレリフターの増設

－既存船凍結4室の内、2室に各1台計2台装備。
↓ 

・改革型漁船では凍結室4室に各1台 計4台装備。 [Ll _ _i 

↓改革型漁船の凍結室（例）

f扇動品ffl－；~~二Z芸品：字二苅j芳二~~＆－：－±首長石量夜づDO)；京石室丈記溺れ
店主強化勾豆七笠嬰竺笠宮 ．（と公二三斗り主力也竪てー.-• -• -• ) 30 



（資料7・6）作業性の改善②（高効率冷凍運転支援システムの導入）【取組記号H】

・現在~直売なi'i 宏司2~：；.

. ；岡田幸f主主唱．刀変更，

• r.哲L沿毛－F!J;EA.カ匂ci.

Iインハ－？1;1)0スイ7子l
gb 包[i:t.t也となると．

('.It)でおEなが~~き4二ξ．

lr:i人司~ft.；..予与コ1

iるE:.tも←オ1：.』忌くなると品匂，

啄λ寺子宮I）~（！~ィミン？の目安とミJる．

薗｜

従来

①冷凍機の発停。 （状況を把握して発停が必要。）
②運転中の冷凍機の運転状況の管理

③状況に応じた膨張弁の）~＇ルブ操作
④海水温・気温、魚強温度・凍結室温度の確認並びに冷凍機の運転対応

高効率冷凍運転支援システムの導入

改革後
①本システムにより発停の指示あり。その上で状況確認の上、手動操作にて発停。

②システムによる運転状態の維持・管理
③電子膨張弁による膨張弁の自動管理

④海水温・気温並びに魚鎗温度・凍結室温度の確認作業及び設定変更。

冷凍機の自動管理

機関長並びに機関部員は、冷凍機の運転・管理に関する長年の経験・ノウハウを駆使して漁獲物を守っ

ている。本システムより、発停並びに変更指示が出されることにより、漁獲物の状況（温度、数量等）に合

わせて、 機関部員は、冷凍システム全体の維持確認・変更作業を行うことに、集中することが可能になる。

将来的には、冷凍機の維持管理・操作に関する経験値の浅い機関部員の採用・乗船も視野に入れ、

本システムを採用。

31 



（資料7-7）作業性の改善③（マグロ引寄せ機の導入）【取組記号H】

従来船

漁獲物が掛かると5名～4名の熟練甲板作業者によりマク口の動きに合わせて、枝縄を手繰り寄せ又
手繰り出す事を何度も繰り返し行い、舷門に引寄せ、漁獲を行っているo

改革型漁船

マグロ引寄せ機を導入することにより、熟練の甲板作業者で
なくても、本機が枝縄の手繰り寄せ／手繰り出しを電動で
制御することが可能となる為（オートテンショシ機能付き）、
1名～2名の作業者により、漁獲物を迅速目つ簡単に舷門
に引寄せることが可能となる。

効果

マグロの引寄せ作業に係る人数を削減すること並びに誰でも作業が可能になることにより作業の分担の変更、特定の
乗組人への重労働の偏り等がなくなり作業量が平準化が可能となり、全体として省力化が可能となる。

32 



（資料7・8）作業性の改善④（トラッキングパイロットシステムの活用）【取組記号H】

トラ肋側仰附刊を活用離とにより、

既存船

オートパイロットによる自動操舵は可能。

このオートパイロットによる自動操舵は、指示された
方向のみを維持。外的要因（海況・気象等）に
影響され、ピンポイントでの操船には不向き。

この為、航海士による、 j毎況・気象を考慮した操船
作業が必要。

改革型漁船

トラッキンク、パイロットによる自動操舵は、 GPSプ
ロッターで設定した計画航路の自動操舵信号を
受けて自動泊所すを1iうシステムです。
この緯度・経度によるビシポイン卜の指定座標に到
着可能。

外的要因（海況・気象等）に対して、自動で補
正が行われる。 この為、航海士が検討・設定した
航路をトレース可能。

本システムの設定通りに進路を自動に航行するため、 航海士は、安全運航に集中すること

が可能。また不慮、の落水事故が発生した場合も落水ポイントに戻ることが可能となり、救助

活動も迅速に行うことが可能となる。

33 



（資料8）後継者確保・育成対策【取組記号I】

遠洋まぐろ延縄漁船の存続には幹部船員の後継者の確保・育成が必要である

取組期間中に1人以上の

若手乗組員を船毎に確保

・乗組員の資格階級の

さ8なる向上へ

司－－－－－－－－－

－漁業就職者フェア
対象：一位の漁業就業希望者

F辺、・，

句．司、

〈乗組員の年齢構成推移〉

・乗組員OBt~慰由業者
の協力で実施

・海技資格取得要件を満たした船員には免
許講習への積極的な参加を促す

34 



外地で漁獲物を水揚げ

輸出量の目標 30t/隻 30t/隻 30t/隻 30t/隻 30t/隻

金額の目標 315万円 315万円 315万円 315万円 315万円

~ 

－圃－圃・・’F 

EU設備基準への対応

水産物が木部に触れない耐食性の構造に

0 木製魚止めは表面をステシレス振り仕犠

【魚鎗・凍結室内】

O 魚鎗床面は全面アルミ縞板敷き仕様

。 壁面は、アルミ製スバーリング仕犠

0 凍結室の壁はステンレス猿り仕機

EU等の消費地で販売

35 



（資料10）地元地域に対する貢献（取組記号K)

「まぐろ船見学会j「地元から資材調達J「地元の人材採用j
を柱に地元地域ヘ貢献する

地元市民を見学会に招待 新船の披露式 新船披露式で餅まき

地元市民の

遠洋鮪延縄漁業に
対する理解

36 


